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「お墓］は
何のためにあるのですか？

田代俊圭

親鸞聖人は、「私が亡くなったら、
かもがわ

遺体を賀茂川の魚にあたえてくだ

さい。葬儀を一大事と考えないで仏

法の信心を根本としてください。」
かくにょ

とおっ しゃったと、ひ孫の覚如上

人が伝えています。浄土真宗では、

立派な葬儀、立派なお墓 よりも信

心をいただくことがより大事 なこ

とだと考えます。

ですから、親鸞聖人が亡くなっ
ごびょう

た後も、一応、御廟（お墓のお堂）が

できますが、やがて、それは信心を
もんぽう

いただく、聞法の道場となってい

きます。だから、聞法の根本道場た
しんしゅうほんびょう

る本山を「真宗本廟」と申します。

· 皆さんのご 家庭では、お内仏の

ほかに、お墓をもたれますが、それ

は、先祖の霊をしずめるためとか、

たたりの及ばぬようにするという
しょぶつ

ものではなく、亡きご先祖を諸仏と

仰いで、報恩感謝するためのもので

あります。もっといえば、信心のご

縁をいただくためのものです。
しんぶつ

親鸞聖人のお弟子の真仏上人が
ほうおんとう

亡くなった後、お弟子たちが報恩塔

をたてられました。今もそれが、埼
いたび

玉県に残っています。石の板碑で

正面に大きく「南無阿弥陀仏」と書

いてあります。それが真宗のお墓

ふ＇

息；
：閲
゜

の原型と考えられます。ですから、

浄土真宗では、本来、お墓の正面に

は「何々家之墓」とか、「先祖代々之

墓」とは書かず「南無阿弥陀仏」と

書くのです。決して、その造作や方

角でたたりがあるなどとは申しま

せん。そのように考えるのは、ご先祖

が迷っているのではなく、信心をい

ただいていないあなたの心が迷っ

ているからでしょう。

折々に、お墓の前に立って、亡き
しんじんぎゃくとく

人を偲んで信心獲得の仏縁をいた

だき、報恩感謝するのです。すると、

あなたの
“

いのち
’

'が連綿とつなが

る
‘‘

いのち'’であることを実惑する

でしょう。また、静かに耳をそばだ

てると亡き父母の尊い願いが聞こ

えてくることでしょう。

（たしろしゅんこう 同朋大学大学院教授）


